
５月１５日（金）の３校時、火災発生時の初期対応、お            

よび煙害から身を守るための知識と行動の仕方を確認する            

ために、避難訓練を実施しました。 

はじめに、各クラスで、避難時の留意点について確認し、            

その後、避難訓練を行いました。火災の煙に含まれる有 

毒な一酸化炭素を吸い込まないように、ハンカチやタオル

を鼻と口に当てて低い姿勢で避難する必要があります。こ

の避難訓練で学んだことを忘れず、いざという時には、自

分の身を守るための行動をしてください。 

 

 

 インターネットは大変便利で生活に欠かせない存在となっています。しかし、イン

ターネット上には、誹謗中傷や個人情報の流出、オンライン詐欺など、様々なリスク

が潜んでおり、ネット上で知り合った相手から犯罪を目的として誘い出されるなど、

小中学生が犯罪に巻き込まれる事案も発生しています。また、ネット上での文字のや

り取りは、誤解や感情の行き違いなどのトラブルにつながることもあります。 

 ５月１５日（金）には、このようなトラブルを防止するために、全校生を対象に

「SNS講習」を実施しました。 

 人が受け取る情報の割合は、見た目（表情・                 

雰囲気など）が５５％、音（声の大きさ・調子                 

など）が３８％、文字（情報）は７％と言われ                 

ており、スマホ等での文字のやり取りだけでは、                

伝えたいことが伝わりにくいということがわか                 

ります。 

「冗談のつもりだったのに・・・」など、ネ                 

ット上でのトラブルが起きやすいのはそのためです。 

文字だけで、本当に伝わっていますか？ 

スマホ等を使用する際は、この「SNS講習」で学んだことをしっかりと心得ておく

ことが大切です。 

  

 


